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8/24 第２回職員の定年引き上げ交渉実施 
 

交
渉
に
は
、
兵
高
教
か
ら
、
西
村
執
行
委
員
長
以

下
執
行
部
が
交
渉
に
臨
み
、
県
教
委
か
ら
は
、
藤
原

教
職
員
企
画
課
長
・
大
迎
教
職
員
人
事
課
長
ら
が
出

席
し
ま
し
た
。 

県
教
委
か
ら
は
、
前
回
の
交
渉
で
兵
高
教
が
質
し

た
課
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。 

①
新
規
採
用
職
員
の
確
保
に
つ
い
て 

「
教
職
員
定
数
、
定
年
引
上
げ
を
想
定
し
た
退
職
者

数
、
再
任
用
教
職
員
数
、
臨
時
的
任
用
教
職
員
数
も

勘
案
し
つ
つ
、
優
秀
な
教
職
員
を
確
保
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
年
度
ご
と
の
募
集
人
数
の
平
準
化
を
図

り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」「
臨
時
的
任
用
教

職
員
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
適
正
な
人
数
と
な

る
よ
う
計
画
的
に
進
め
る
」 

②
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て 

「
今
回
の
定
年
引
上
げ
に
あ
た
り
、
現
時
点
の
民
間

企
業
に
お
け
る
給
与
水
準
を
参
考
に
設
定
さ
れ
た

７
割
の
水
準
と
、
従
来
か
ら
運
用
さ
れ
て
き
た
現
行

の
再
任
用
制
度
を
基
本
と
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
、

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
は
、
そ
の
制
度

自
体
の
趣
旨
が
異
な
る
た
め
、
同
一
の
水
準
と
な
ら

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
、

「
な
お
、
去
る
８
月
８
日
に
行
わ
れ
た
人
事
院
の
報

告
・
勧
告
の
中
で
、『
一
人
一
人
が
躍
動
で
き
る
公

務
組
織
の
実
現
に
取
り
組
む
中
で
、
諸
課
題
に
対
応

で
き
る
よ
う
給
与
面
で
も
公
務
や
社
会
の
変
化
に

対
応
し
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
』
で
あ
る
と
さ

れ
、『
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
給
与
』

が
検
討
事
項
の
一
つ
と
し
て
取
り
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
私
ど
も
と
し
て
も
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し

た
い
」 

③
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
に
つ
い
て 

「
少
数
職
種
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
の

運
用
に
は
様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高

校
標
準
法
で
は
短
時
間
勤
務
職
員
も
定
数
内
で
取

り
扱
う
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
定
年
引
上
げ
に
あ

た
り
取
扱
い
に
変
更
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

８
月
24
日
、
兵
高
教
は
兵
庫
県
民
会
館
に
て
、
県
教
委
教
職
員
企
画
課
お
よ
び
教
職
員
人
事
課
と
「
職
員
の
定

年
引
上
げ
」
に
係
る
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

か
ら
、
定
数
の
枠
外
で
措
置
す
る
こ
と
も
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
財
政
状
況
も
含
め
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
の
中
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
他
の
都
道
府
県
の
取
組
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
我
々
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
き
た
い
」 

④
役
職
定
年
制
の
導
入
に
つ
い
て 

「
校
長
・
教
頭
に
つ
い
て
の
『
特
定
管
理
監
督
職
群
』

の
詳
細
な
運
用
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
制
度
上
は
最
長
５
年
の
延
長
が
可
能
と

さ
れ
て
い
る
が
、
役
職
定
年
制
の
上
限
年
齢
は
60

歳
を
基
本
と
さ
れ
て
い
る
中
、
公
務
の
運
営
に
著
し

い
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
そ
の
特
例
が
認
め
ら
れ

る
趣
旨
を
踏
ま
え
、
現
行
の
取
扱
い
を
考
慮
し
つ

つ
、
適
切
な
運
用
を
検
討
し
た
い
」 

⑤
情
報
提
供
・
周
知
に
つ
い
て 

「
兵
高
教
と
の
交
渉
や
、
９
月
県
議
会
で
の
関
係
条

例
の
議
決
を
経
た
上
で
行
え
る
よ
う
現
在
準
備
を

行
っ
て
い
る
」 

 

兵
高
教
は
、
定
年
年
齢
引
き
上
げ
に
係
る
条
例
改

正
は
国
お
よ
び
他
の
自
治
体
と
の
均
衡
は
一
定
や
む

を
得
な
い
こ
と
、
今
後
運
用
面
で
生
ず
る
課
題
に
つ

い
て
引
き
続
き
県
教
委
と
折
衝
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
条
例
改
正
に
向

け
た
県
教
委
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
①
再
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
今
季
確
定
交
渉

で
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
、
②
役
職
定
年
制
の
導

入
の
際
の
「
特
定
管
理
監
督
職
群
」
の
運
用
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
も
特
例
措
置
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
、
③
情
報
提
供
・
周
知

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
６
月
議
会
で
条
例
改
正
を
行

っ
た
自
治
体
で
も
準
備
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
改
正
後
で
き
る
だ
け
早
い
時

点
で
行
え
る
よ
う
準
備
を
急
ぐ
こ
と
、
を
求
め
、
藤

原
課
長
よ
り
「
条
例
改
正
後
の
具
体
的
運
用
に
係
る

諸
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
兵
高
教
と
丁
寧
に
協
議

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
を
得
、
今
回
の
交

渉
を
終
え
ま
し
た
。 

＝９月県議会に改正条例案上程／１９６３年度生まれ以降、定年年齢を段階的に引き上げ＝ 

定年引上げの概要 

◆地方公務員法の一部を改正する法律の施行期日にあわせて 2023 年４月１日施行とし、９月の県議会に改正条例案

を上程 

◆職員の定年を 60 歳から 65歳まで２年に１歳ずつ段階的に引き上げ 

◆組織の新陳代謝を確保し、組織活力を維持するため、役職定年制を導入 

◆役職定年制による降任等の例外措置を導入 

◆管理監督職勤務上限年齢については、60歳を基本とする 

◆60歳に達した以後、定年前に退職した職員の働き方（定年前再任用短時間勤務等）について必要な事項を定める 

◆当分の間、特定日以後の給料月額は 60歳前の７割水準とする 

◆退職手当は、ピーク時特例を導入 

◆60歳に達する年度の前年度に、必要な情報を提供し、意思確認をおこなう 

◆暫定再任用職員に関する規定を定める                             など 



２０２２年９月１日発行         兵庫高等学校教職員組合機関誌              ６９４号 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

２
０
２
２
年
度 

阪
神
支
部
総
会
開
催 

８
月
27

日
（
土
）
午
後
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お

い
て
２
０
２
２
年
度
阪
神
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 支

部
役
員
体
制
と
会
計
報
告
の
承
認
の
の
ち
、
今

年
度
の
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、
支
部
教
研

開
催
の
検
討
、
共
闘
団
体
と
の
関
係
強
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
支
部
内
で
の
連
絡
体
制
の
確
立
等
の
提

案
が
あ
り
、
引
き
続
き
協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

続
い
て
執
行
委
員
か
ら
、「
技
能
労
務
職
の
給
与
見

直
し
交
渉
」「
定
年
引
上
げ
交
渉
」
に
つ
い
て
報
告
・

説
明
が
あ
り
、
組
織
拡
大
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。 

分
会
交
流
で
は
、
進
路
指
導
の
変
容
と
課
題
、
各

学
校
で
の
生
徒
・
教
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
状
況
と
課
題
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
の
各
校
の
状
況
、

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画
に
か
か

る
諸
課
題
、
安
全
衛
生
委
員
会
を
活
用
し
た
職
場
環

境
の
改
善
の
と
り
く
み
、
現
業
職
員
か
ら
見
た
職
場

環
境
や
疑
問
点
等
、
多
岐
に
わ
た
る
現
状
報
告
が
行

わ
れ
、
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
学
校

で
は
管
理
職
が
条
例
・
規
則
や
そ
れ
に
基
づ
く
通
知

等
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
少

な
か
ら
ず
職
場
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
の
指

第 25 代高校生平和大使の夏 
５月の選考会で第 25 代高校生平和大使・兵庫県代表に選ばれた

長冨日向さん（甲南女子高校２年）を中心に、10人のサポートメン

バー（選考会参加者の一部）とともに、兵庫における活動が始まり

ました。 
 
6月 第 25代高校生平和大使結団式・広島研修（11～12日） 
 
7月 記者会見（県庁記者クラブ、15日） 

近畿 3府県（兵庫・大阪・京都）合同学習会（17日） 
 
8月 「原爆と人間」写真展参加（被爆者の体験談を聴く）、 

   街頭署名活動（JR神戸駅前、4日） 

   長崎研修・高校生平和集会（8～10日） 

西宮市長訪問（16日）、県教育長・知事訪問（22日） 

   第 25代高校生平和大使・サポーター活動報告会（27日） 

 

     

摘
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
10

月
に
開
催
さ
れ

る
兵
高
教
第
33

次
教
育
研
究

集
会
の
リ
ポ
ー
タ
ー
の
選
出

に
つ
い
て
も
協
議
し
ま
し
た
。 

今
回
協
議
し
共
有
し
た
諸

課
題
に
つ
い
て
は
、
分
会
・
支

部
・
本
部
が
連
携
し
て
県
教
委

と
の
折
衝
も
含
め
て
課
題
解

決
に
向
け
て
対
応
を
強
化
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
約
１
時
間

半
の
総
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 


